
証券コード 4167
2025年６月９日

（電子提供措置の開始日 2025年６月３日）
株 主 各 位

東京都千代田区紀尾井町３番12号
株 式 会 社 コ コ ぺ リ
代表取締役ＣＥＯ 近 藤 繁

第18回定時株主総会招集のご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚くお礼を申し上げます。
さて、当社第18回定時株主総会を下記により開催致しますので、ご通知申し上げま

す。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウ

ェブサイトに「第18回定時株主総会招集ご通知」として電子提供措置事項を掲載してお
ります。

当社ウェブサイト https://www.kokopelli-inc.com/ir/meeting/

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。

東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show
上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「ココペリ」又

は「コード」に当社証券コード「4167」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情
報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご
確認ください。

なお、当日ご出席されない場合は、インターネット又は書面により議決権を行使する
ことができますので、お手数ながら電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書類をご検
討のうえ、同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示いただき、2025年６月24日（火）
18時30分までに議決権を行使してくださいますようお願い申し上げます。

敬 具
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記

１. 日 時 2025年６月25日（水）10時00分（受付開始：９時30分）
２. 場 所 東京都千代田区麹町６丁目６番地

東京消防庁スクワール麹町 ３階 会議室
３. 目 的 事 項

報 告 事 項 １．第18期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）事業報告及び
連結計算書類の内容並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監
査結果報告の件

２．第18期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）計算書類の内
容報告の件

決 議 事 項
議 案 会計監査人選任の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上
げます。
◎議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたものとして取り扱わせて
いただきます。
◎総会ご出席者へのおみやげはご用意しておりませんので、予めご了承いただきますようお願い申し上げます。
◎株主懇談会は開催致しませんので、予めご了承いただきますようお願い申し上げます。
◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきま
す。
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インターネットによる議決権行使のご案内

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部（ヘルプデスク）

ふ0120-173-027
（通話料無料、受付時間：9：00～21：00）

議決権行使サイトの操作方法に関する
お問い合わせについて

https://evote.tr.mufg.jp/
議決権行使ウェブサイト

⃝�インターネットによる議決権行使が複
数回なされた場合は、最後のものを有
効な議決権行使といたします。

⃝�郵送による議決権行使とインターネッ
トによる議決権行使が重複してなされ
た場合は、インターネットによるもの
を有効な議決権行使といたします。

⃝�議決権行使ウェブサイトをご利用いた
だく際のプロバイダへの接続料金及び
通信事業者への通信料金等は、株主の
皆様のご負担となります。

ご注意事項

お手元の議決権行使書用紙の副票（右側）に記載された
「ログインID」および「仮パスワード」を入力2

インターネットによる議決権行使は、スマートフォンまたはパソコン等から議決権行使ウェブサイトにアクセス
いただき、画面の案内に従って行使していただきますようお願いいたします。

2025年６月24日（火曜日）18時30分まで
議決権行使期限

スマートフォンでの議決権行使は、
「ログインID」「仮パスワード」の入力が
不要になりました！

議決権行使書用紙

「ログイン用QRコード」
はこちら

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

議決権行使ウェブサイトにアクセスする1

「次の画面へ」をクリック

「ログイン」
をクリック
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株主総会参考書類
議 案 会計監査人選任の件
当社の会計監査人である爽監査法人は、本総会終結の時をもって任期満了により退任となりま

すので、監査役会の決定に基づき、新たに会計監査人の選任をお願いするものであります。
なお、監査役会が應和監査法人を会計監査人の候補者とした理由は、当社の事業規模に応じた

新たな視点での機動的な監査が期待できることに加え、同監査法人の専門性、独立性、品質管理
体制、監査報酬等を総合的に勘案した結果、適任と判断したためであります。
会計監査人候補者は、次の通りであります。

名 称 應和監査法人

主たる事務所の所在地 東京都千代田区神田神保町１丁目105番地 神保町三井ビルディング

沿 革

2007年5月 監査業務・支援業務を目的に設立
2008年7月 應和監査法人に改称
2013年4月 AGN International Ltdのグローバルネットワークにメン

バーファームとして加入
2023年7月 Allinial Globalのグローバルネットワークにメンバーファー

ムとして加入

概 要

出資金 20百万円
構成人員

パートナー（社員） ６名
職員

公認会計士 19名
その他の専門職員 26名
事務職員 2名
合計 53名

（2025年4月1日現在）

以 上
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事 業 報 告
自
至

2024
2025

年
年

４
３

月
月

１
31

日
日

１．企業集団の現況に関する事項
（1）事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、インバウンド需要の拡大や、企業収益、雇用・所
得環境の改善が見られる一方で、円安傾向、物価上昇などが続いており、米国政策の転換や
中東情勢の緊迫化による不安定な国際情勢や金融資本市場の変動等により、依然として先行
きは不透明な状況にあります。
そのような状況下、当社グループは、国内最大級の地域金融機関ネットワークを活用した

ビジネスエコシステムを構築し、中小企業向け経営支援プラットフォーム「Big Advance
（ビッグアドバンス）」並びに補助金活用コンサルティング及びファイル送受信・共有サービ
ス「WebFile」等を提供し、日本の中小企業のDX推進と生産性向上に向けて取り組んでま
いりました。
中小企業向け経営支援プラットフォーム「Big Advance」は、日本全国の地域金融機関

と連携し、各金融機関の取引先の中小企業に対して、課題解決や成長支援につながるソリュ
ーションを提供しております。
「Big Advance」は、オンラインにて、地域を超えた全国の企業とのビジネスマッチン

グ、ホームページ作成及び全国の補助金・助成金の情報の提供などを通じて中小企業の様々
な経営課題の解決を支援しております。ビジネスマッチング領域においてはオンラインとリ
アルのハイブリッド形式の商談イベントの実施により、中小企業の商談機会の創出のみなら
ず事業展開の新たなアイデアの発見機会の提供を行っております。
生成AIを積極的に活用し、「Big Advance」の機能やデータと組み合わせることにより更

なる機能強化を行うとともに、2025年3月より新たにオウンドメディア「コネクト」を開
始し、地域で活躍する中小企業の発信活動を支援することで、新たなつながりやビジネスチ
ャンスを生み出すことを目指し、ビジネスエコシステムの強化に取り組んでまいりました。
これらにより2018年４月にリリースして以来、「Big Advance」を導入する金融機関数

78社、その顧客である中小企業会員数60,172社となりました（2025年３月31日時点）。
また、補助金活用コンサルティングにおいては、対応する補助金のラインナップを拡げる

とともに、補助金を通じた中小企業支援を行う提携金融機関を増やしてまいりました。
さらに、中小企業のみならず中小企業を支える金融機関の生産性向上と業務効率化を推進
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するため、金融機関向けに中小企業の接点を強化するデジタルツール「BAポータル」、金融
機関にて社内の問い合わせ業務に対する専門性AI FAQ「SAF（サフ）」、厳しいセキュリテ
ィ要件に対応したファイル送受信・共有サービス「WebFile」等の金融機関への提供を開始
し、導入強化に取り組んでまいりました。
以上の結果、当連結会計年度の売上高は2,007,546千円（前期比10.2％増）となり、営

業利益は197,862千円（同483.8％増）、経常利益は199,942千円（同395.3％増）、親会社
株主に帰属する当期純利益は125,877千円（同277.4％増）となりました。
なお、当社グループはビジネスプラットフォーム事業の単一セグメントであるため、セグ

メント別の記載を省略しております。

（2）設備投資の状況
特記すべき事項はありません。

（3）資金調達の状況
特記すべき事項はありません。

（4）事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
特記すべき事項はありません。

（5）他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

（6）吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
特記すべき事項はありません。

（7）他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
特記すべき事項はありません。
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（8）対処すべき課題
当社グループの今後の経営課題とその対策は以下の３点になります。

① 情報管理体制の強化
当社グループが提供するサービスは、ビジネスの根幹となるインフラ機能であり、また

機密性の高い情報を多く扱っているため、情報セキュリティの確保及び情報管理体制の継
続的な強化が極めて重要であると認識しております。情報セキュリティの認証資格の取得
に加え、社内教育・研修体制の整備を推進しておりますが、今後も自社による監視体制の
みならず、外部専門業者によるシステムの脆弱性診断等を継続的に実施し、情報管理体制
の整備、強化を行ってまいります。

② 優秀な人材の確保と育成
当社グループの持続的な成長のためには、優秀な人材を採用・育成し、開発体制、営業

体制、管理体制等を強化していくことが重要であると捉えております。当社グループの経
営理念や事業内容に共感し、高い意欲を持った優秀な人材を採用していくために、積極的
な採用活動を進めるとともに、働きやすい環境や制度の構築、研修体制の充実等に取り組
んでまいります。

③ プロダクト・サービスの強化
当社グループの収益の中心は、サブスクリプション型のビジネスモデルであり、継続し

てサービスが利用されることで収益が積み上がるストック型の収益モデルになります。引
き続き顧客ニーズを的確に捉え、継続的なユーザビリティの向上や利用体験の改善、各種
機能の強化に取り組むとともに、顧客サポートの品質向上にも注力し、サービスを使い続
ける価値を顧客に感じていただけるように取り組んでまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げま
す。
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（9）財産及び損益の状況の推移
① 企業集団の財産及び損益の状況

区 分 2022年３月期
（第15期）

2023年３月期
（第16期）

2024年３月期
（第17期）

2025年３月期
（第18期）

当連結会計年度
売 上 高 (千円) − 1,776,181 1,821,032 2,007,546
経 常 利 益 (千円) − 65,122 40,368 199,942
親会社株主に帰属する当期純利益 (千円) − 21,160 33,354 125,877

１株当たり当期純利益 (円) − 2.70 4.28 16.62

総 資 産 (千円) − 2,204,411 2,219,518 2,431,259

純 資 産 (千円) − 1,820,268 1,767,430 1,905,372

１ 株 当 た り 純 資 産 額 (円) − 229.17 228.63 245.66
（注）１．第16期より連結計算書類を作成しておりますので、第15期の各数値は記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しており、1株当たり純資産額は、
期末発行済株式総数により算出しております。

② 当社の財産及び損益の状況

区 分 2022年３月期
（第15期）

2023年３月期
（第16期）

2024年３月期
（第17期）

2025年３月期
（第18期）
当事業年度

売 上 高 (千円) 1,642,600 1,712,778 1,610,622 1,540,528
経 常 利 益 (千円) 356,930 105,622 105,317 205,052
当 期 純 利 益 (千円) 281,977 67,540 102,445 151,534

１株当たり当期純利益 (円) 35.94 8.63 13.15 20.01

総 資 産 (千円) 2,149,685 2,120,276 2,124,775 2,327,373
純 資 産 (千円) 1,873,057 1,866,648 1,882,901 2,046,500
１ 株 当 た り 純 資 産 額 (円) 235.78 235.11 243.90 264.28
（注）１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しており、1株当たり純資産額は、期末

発行済株式総数により算出しております。
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（10）重要な子会社の状況
会 社 名 資本金 当社の

議決権比率 主要な事業の概要

株式会社ココペリ経営サポート １百万円 100％ 補助金活用コンサルティング

キー・ポイント株式会社 20百万円 100％ システム開発

（11）主要な事業内容
ビジネスプラットフォーム事業

（12）主要な営業所
名 称 所 在 地

本 社 東京都千代田区

九州営業所 福岡県福岡市中央区

東海営業所 愛知県名古屋市千種区
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（13）従業員の状況（2025年３月31日現在）
① 企業集団の従業員の状況

従業員数 前連結会計年度末比増減

119名 10名増
（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（派遣社員及びアルバイトを含む）は含まれておりません。

② 当社の従業員の状況
従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

91名 ７名増 35.9歳 2.5年
（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（派遣社員及びアルバイトを含む）は含まれておりません。

③ 労働組織の状況
労働組織は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。

（14）主要な借入先（2025年３月31日現在）
借 入 先 借 入 額

株式会社みずほ銀行 53百万円

（15）その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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２．会社の株式に関する事項
（1）発行可能株式総数

普通株式 27,860,000株

（2）発行済株式の総数
普通株式 7,916,230株

（3）株主数
普通株式 4,431名

（4）大株主（上位10名）
株 主 名 持株数（千株） 持株比率（％）

近 藤 繁 2,404 31.7

森 垣 昭 391 5.2

近 藤 淳 280 3.7

松 尾 幸一郎 267 3.5

近 藤 正 武 249 3.3

TIS株式会社 188 2.5

有限会社松システム 175 2.3

水 元 公 仁 111 1.5

株式会社ＲＫＬ 108 1.4

株式会社金子事務所 102 1.4
（注） 当社は、自己株式（334,828株）を保有しておりますが、上記大株主から除いております。

また持株比率は自己株式を控除して計算しております。
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(5) 当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状況
当事業年度中に交付した株式報酬の内容は次の通りです。
当社は、取締役に対して株式保有を通じて株主との価値共有を高めることにより、企業価
値の持続的な向上を図ることを目的に、譲渡制限付株式報酬制度を導入しております。

・取締役、その他の役員に交付した株式の区分別合計
株 式 数 交付対象者数

取締役（社外取締役を除く。） 11,673 株 ３ 名

（注）１．当社の株式報酬の内容につきましては、事業報告４項「（５）当事業年度に係る取締役及び監査役の
報酬等の額」に記載しております。

２．上記以外に当社子会社の取締役１名に対して972株を交付しております。

(6) その他株式に関する重要な事項
該当事項はありません。
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３．会社の新株予約権等に関する事項
(1) 当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況

（2025年３月31日現在）
第３回−１新株予約権 第５回−２新株予約権

発行決議日 2017年６月28日 2020年２月28日
新 株 予 約 権 の 数
（個）

200
（注１）

1,000
（注１）

新株予約権の目的と
なる株式の種類、内
容及び数（株）

普通株式 14,000 普通株式 70,000

新株予約権の行使時
の払込金額（円） 129 363
新株予約権の行使期
間

自 2019年６月１日
至 2027年５月31日

自 2022年３月１日
至 2030年２月28日

新株予約権の行使に
より株式を発行する
場合の株式の発行価
格及び資本組入額
（円）

発行価格 129
資本組入額 65

発行価格 363
資本組入額 182

新株予約権の行使の
条件 (注２) (注２)

役 員 の
保有状況

取 締 役
（社 外 取
締役を除
く）

新株予約権の数 200個
目的となる株式数 14,000株
保有者数 1名

新株予約権の数 1,000個
目的となる株式数 70,000株
保有者数 1名

社外取締
役 ― ―

監査役
新株予約権の数 ―個
目的となる株式数 ―株
保有者数 ―名

新株予約権の数 ―個
目的となる株式数 ―株
保有者数 ―名

（注）１．2020年10月７日開催の取締役会決議により、2020年10月23日をもって１株につき70株の割合を
もって株式分割を行っております。

２．下記のいずれかに該当することとなった場合、新株予約権は行使することができなくなるものとし、
この場合、新株予約権者は、当該各時点において未行使の新株予約権全部を放棄したものとみなしま
す。

① 新株予約権者が新株予約権を放棄した場合には、当該新株予約権を行使することができない。
② 新株予約権者が生存していることを条件とし、新株予約権者が死亡した場合は、新株予約権は相続

されず、行使できなくなるものとする。
③ 新株予約権者が新株予約権の取得時点で会社又は子会社（会社法第２条第３号に定める子会社をい

う。）の取締役、監査役、使用人、又は顧問アドバイザーコンサルタント、その他名目の如何を問
わず会社又は子会社との間で委任、請負等の継続的契約関係にある者である場合は、そのいずれの
身分とも喪失したとき、新株予約権を行使することができない（ただし、任期満了により退任した
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場合及び定年の事由により退職した場合等、会社が特別にその後の本新株予約権の保有及び行使を
認めた場合を除く。）

(2) 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
第９回新株予約権

発行決議日 2024年６月26日
新株予約権の数（個） 503

新株予約権の目的となる株式の種類、内容及び数（株） 普通株式 50,300

新株予約権の行使時の払込金額（円） 560

新株予約権の行使期間 自 2026年７月12日
至 2034年６月26日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行
価格及び資本組入額（円）

発行価格 858
資本組入額 429

新株予約権の行使の条件

使 用 人 等 へ の 交 付 状 況 当社使用人 交付者数 80名
交付数 503個

（注）下記のいずれかに該当することとなった場合、新株予約権は行使することができなくなるものとし、こ
の場合、新株予約権者は、当該各時点において未行使の新株予約権全部を放棄したものとみなします。
① 新株予約権者が新株予約権を放棄した場合には、当該新株予約権を行使することができない。
② 新株予約権者が生存していることを条件とし、新株予約権者が死亡した場合は、新株予約権は相続

されず、行使できなくなるものとする。
③ 新株予約権者は、権利行使時において当社又は当社子会社の取締役、監査役、使用人のいずれかの

地位を有していることを要する。ただし、取締役会が正当な理由があると認めた場合はこの限りで
はない。

（3）その他新株予約権等に関する重要な事項
該当事項はありません。
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４．会社役員に関する事項
（1）取締役及び監査役の氏名等

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役ＣＥＯ 近 藤 繁 株式会社ココペリ経営サポート取締役
キー・ポイント株式会社取締役

取 締 役 兼 子 真 人 株式会社ココペリ経営サポート取締役
キー・ポイント株式会社取締役

取 締 役 馬 庭 興 平

取 締 役 松 尾 幸一郎 有限会社松システム取締役

取 締 役 松 本 直 人

株式会社デジアラホールディングス社外取締役
株式会社ABAKAM代表取締役
株式会社神戸大学キャピタル取締役
株式会社スマートバリュー社外取締役
株式会社フィル・カンパニー社外取締役
Team Local Capital株式会社代表取締役
Creww Capital株式会社代表取締役

常 勤 監 査 役 曽 根 正 昭 株式会社ココペリ経営サポート監査役
キー・ポイント株式会社監査役

監 査 役 廣 瀬 文 慎
株式会社ZOZO取締役兼COO
株式会社yutori取締役
株式会社ヒュープロ社外取締役

監 査 役 波田野 馨 子 株式会社Smile Holdings社外取締役
株式会社アトラエ社外取締役

（注）１．取締役松尾幸一郎氏及び松本直人氏は、社外取締役であり、東京証券取引所に独立役員として届け出
ております。

２．監査役曽根正昭氏、廣瀬文慎氏及び波田野馨子氏は、社外監査役であり、東京証券取引所に独立役員
として届け出ております。

（2）責任限定契約の内容の概要
当社と社外取締役及び各社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第

423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠
償責任の限度額は、法令が規定する最低責任限度額であります。

（3）補償契約の内容の概要
該当事項はありません。

（4）役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で

締結し、被保険者が負担することになる被保険者がその職務の執行に関し責任を負うこと又
は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を当該保険契約に
より補填することとしております。
当該役員等賠償責任保険契約の被保険者は当社及び子会社の取締役及び監査役全員であ

り、全ての被保険者について、その保険料を全額当社が負担しております。
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ただし、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、当該被保険者が
法令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害の場合には填補の対
象とならないなど、一定の免責事由があります。

― 16 ―

2025年05月23日 19時23分 $FOLDER; 16ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



（5）当事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等の額
① 取締役の個人別の報酬等の内容に関わる決定方針に関する事項
ア．当該方針の決定の方法

企業価値の持続的な向上を図るインセンティブとして十分に機能し、株主利益とも連
動する報酬とすべく、取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針（以下、「決定
方針」という。）を2021年２月15日開催の取締役会において決議し、2021年６月22
日開催の取締役会で一部改定致しました。

イ．決定方針の内容の概要
取締役の報酬は、固定報酬としての基本報酬及び非金銭報酬としての譲渡制限付株式

報酬及び新株予約権報酬により構成します。
基本報酬は月例の固定報酬とし、担当業務、会社業績及び他社水準、従業員給与の水

準をも考慮しながら、総合的に勘案して決定し、毎月現金で支払うものとします。
非金銭報酬等は、譲渡制限付株式報酬及び新株予約権報酬（ストック・オプション）

とします。
譲渡制限付株式割当契約においては、①２年間から５年間までのうち取締役会が定め

る期間、譲渡、担保権の設定その他の処分をしてはならないこと、②法令、社内規則又
は譲渡制限付割当契約の違反その他当該株式を無償取得することが相当である事由とし
て当社取締役会で定める事由に該当した場合、当該株式を無償で取得すること等を定め
ます。譲渡制限付株式報酬の付与にあたっては、制度の目的、対象者の職責の範囲、役
位その他諸般の事情を勘案し、適切な水準を設定します。同様の考え方に基づき、社外
取締役に対しても、非金銭報酬としての譲渡制限付株式報酬を設定します。
新株予約権（ストック・オプション）を付与する場合、割当数については担当業務及

び従業員等とのバランスを考慮しながら、総合的に勘案して決定し、定時株主総会後に
付与するものとします。
当社の取締役の種類別の報酬割合については、担当業務、会社業績及び他社水準、従

業員給与の水準をも考慮しながら、総合的に勘案して決定される基本報酬と新株予約権
報酬の割合とします。

ウ．当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の内容が決定方針に沿うものであると取締
役会が判断した理由
取締役の個人別の報酬等の内容の決定に当たっては、取締役会において、決定方針と

の整合性を含めた多角的な検討を行っているため、決定方針に沿うものであると判断し
ております。
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② 取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
取締役の金銭報酬の額は、2020年６月22日開催の第13回定時株主総会において年額

100百万円以内と決議しております（使用人兼務取締役の使用人分給与は含まない。）。当
該定時株主総会終結時点の取締役の員数は３名（うち、社外取締役は１名）です。また、
当該金銭報酬とは別枠で、2024年６月26日開催の第17回定時株主総会において、株式
報酬の額を25百万円以内（うち、社外取締役分は年額10百万円以内）、株式数の上限を年
60,000株以内（うち、社外取締役分は15,000株以内）と決議しております。当該定時株
主総会終結時点の取締役の員数は５名（うち、社外取締役は２名）です。
監査役の金銭報酬の額は、2020年６月22日開催の第13回定時株主総会において年額

20百万円以内と決議しております。当該定時株主総会終結時点の監査役の員数は３名で
す。

③ 取締役の個人別の報酬等の内容の決定に係る委任に関する事項
当社においては、取締役会の委任決議に基づき、代表取締役CEO近藤繁が取締役の個

人別の報酬額の具体的内容を決定しております。
その権限の内容は、各取締役の基本報酬の額の決定としております。なお、新株予約権

報酬は、取締役会で取締役個人別の割当数を決議しております。
これらの権限を委任した理由は、当社全体の業績を俯瞰しつつ各取締役の担当事業の評

価を行うには代表取締役CEOが最も適しているからであります。

④ 取締役及び監査役の報酬等の総額等

役員区分 報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の総額（千円） 対象となる役員
の員数基本報酬 業績連動報酬等 非金銭報酬等

取締役
（うち社外取締

役）
44,164千円

（6,624千円）
40,070千円

（6,500千円） ― 4,094千円
（124千円）

5名
（2名）

監査役
（うち社外監査

役）
11,650千円

（11,650千円）
11,650千円

（11,650千円） ― ー千円
（ー千円）

4名
（4名）

合計
（うち社外役員）

55,814千円
（18,274千円）

51,720千円
（18,150千円） ― 4,094千円

（124千円）
９名

（6名）
（注）非金銭報酬として取締役に対して株式報酬を交付しております。

当該株式報酬の内容及びその交付状況は２．会社の株式に関する事項及び３．会社の新株予約権等に関す
る事項に記載の通りです。
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（6）社外役員に関する事項
① 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

取締役松尾幸一郎氏は、有限会社松システムの取締役であります。当社と兼職先との間
には特別の関係はありません。
取締役松本直人氏は、株式会社ABAKAM、Team Local Capital株式会社及びCreww

Capital株式会社の代表取締役、株式会社デジアラホールディングス、株式会社スマート
バリュー、株式会社フィル・カンパニーの社外取締役並びに株式会社神戸大学キャピタル
の取締役であります。当社と兼職先との間には特別の関係はありません。
監査役廣瀬文慎氏は、株式会社ZOZOの取締役兼COO、株式会社yutori取締役及び株

式会社ヒュープロ社外取締役であります。当社と兼職先との間には特別の関係はありませ
ん。
監査役波田野馨子氏は、株式会社Smile Holdings及び株式会社アトラエ社外取締役で

あります。当社と兼職先との間には特別の関係はありません。

② 当事業年度における主な活動状況
出席状況及び発言状況及び期待される役割に対して行った職務の概要

取締役 松 尾 幸一郎

当事業年度に開催された取締役会14回のうち13回に出席致しました。
出席した取締役会において、会社経営者としての豊富な経験と幅広い見識に基づ
き、経営全般の観点から適宜発言を行っております。
また、長年に亘る豊富なシステム開発及び運用に係る知見や経営者としての経験か
ら、当社の経営全般に適切な助言を行っております。

取締役 松 本 直 人

当事業年度に開催された取締役会14回のうち14回に出席致しました。
出席した取締役会において、会社経営者としての豊富な経験と幅広い見識に基づ
き、経営全般の観点から適宜発言を行っております。
また、金融業界に関する知見や経営者としての経験から、当社の経営戦略に関する
意見・助言を適宜行っております。

監査役 曽 根 正 昭
当事業年度に開催された取締役会14回のうち14回、監査役会12回のうち12回に出
席致しました。出席した取締役会及び監査役会において、監査役としての立場か
ら、経営全般に関する事項について適宜発言を行っております。

監査役 廣 瀬 文 慎
当事業年度に開催された取締役会14回のうち13回、監査役会12回のうち12回に出
席致しました。出席した取締役会及び監査役会において、監査役としての立場か
ら、経営全般に関する事項について適宜発言を行っております。

監査役 波田野 馨 子
就任後開催された取締役会10回のうち10回、監査役会10回のうち10回に出席致し
ました。出席した取締役会及び監査役会において、弁護士としての見識に基づき、
妥当性・適正性を確保する観点から適宜発言を行っております。
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５．会計監査人に関する事項
（1）会計監査人の名称

爽監査法人

（2）報酬等の額
支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 23百万円
当社及び子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利
益の合計額 23百万円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の
監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監
査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．会計監査人の報酬等について監査役会が同意した理由は、会計監査人の報酬の前提となっている監査
計画の方針・内容、見積りの算出根拠等を確認し、当該内容について社内関係部署から必要な報告を
受け、検証した結果、当社の会計監査を実施するうえでいずれも妥当なものであると判断したため、
会計監査人の報酬等の額について同意致しました。

（3）会計監査人の解任又は不再任の決定方針
監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等その他その必要があると判断し

た場合は、会計監査人の解任又は不再任に関する議案を決定し、取締役会は、当該決定に基
づき、当該議案を株主総会に提出致します。
また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認

められる場合は、監査役全員の同意に基づき監査役会が、会計監査人を解任致します。この
場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会計
監査人を解任した旨と解任の理由を報告致します。
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６．会社の体制及び方針
（1）取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他業務の適

正を確保するための体制
当社の業務の適正を確保するための体制の整備に関する取締役会による決議の内容の概要

は以下の通りであります。

（a）取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
イ 「取締役会規程」、「職務権限規程」等の職務の執行に関する社内規程を整備し、取締
役及び使用人は定められた社内規程に従い業務を執行する。

ロ 当社は、取締役及び使用人の職務の適法性を確保するため、コンプライアンスがあら
ゆる企業活動の前提条件であることを決意し、「コンプライアンス規程」を定め、各役
職員に周知徹底させる。

ハ コンプライアンスを確保するための体制の一手段として、「リスクマネジメント委員
会」を設置して、各役職員に対するコンプライアンス教育、研修の継続的実施を通じ
て、全社的なコンプライアンスの推進にあたるものとする。

ニ 内部監査担当部門は、当社及び当社子会社における各部門及び各拠点を対象に、当社
の役職員の職務執行の適切性を確保するため、「内部監査規程」に基づき内部監査を実
施する。また、同部門は必要に応じて会計監査人と情報交換をし、効率的な内部監査を
実施する。

ホ 法令違反その他法令上の疑義のある行為等の早期発見を目的として内部通報規程を設
け、適切に対応する。

ヘ 反社会的勢力排除に向けて「反社会的勢力対策規程」を定め、反社会的勢力との一切
の関係を排除するための体制の整備強化を図る。

ト コンプライアンス違反者に対しては、「コンプライアンス規程」及び「就業規則」等
に基づき厳正に処分を行う。

（b）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
イ 当社では、取締役の職務執行に係る事項である議事録、会計帳簿、その他の重要な情
報等については、法令及び「取締役会規程」、「文書管理規程」等の社内規程に従い、文
書又は電磁的記録媒体に記録し、適切に保存及び管理する。

ロ 取締役、監査役その他関係者は、これらの規程に従い、その職務遂行の必要に応じて
上記の書類等を閲覧することができるものとする。
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（c）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
イ 事業活動に際し社内全体における意思統一を図るため、取締役会において年度及び、
中期経営計画を策定し、当該経営計画に基づき各部門における目標及び予算等を設定す
る。

ロ 当社は、取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制構築の基
礎として、毎月１回の定時取締役会を開催するものとする。また、重要案件が生じたと
きは、臨時取締役会を随時開催するものとする。

ハ 取締役の職務の執行を迅速かつ効率的にするため、「職務権限規程」その他の規程に
基づき、取締役及び使用人の職務権限を定め、さらに必要に応じ職務権限を委譲する。

ニ 取締役会は、当社の財務、投資、コスト等の項目に関する目標を定め、目標達成に向
けて実施すべき具体的施策を各部署に実行させ、取締役はその結果を定期的に検証し、
評価、改善を行うことで全社的な業務の効率化を実現するものとする。

（d） 当社及び当社子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ 当社子会社の業務の適正を確保するため、担当部署に担当者を配置し、関係会社管理
規程に基づいて当社子会社を管理する。担当部署は、当社子会社から当社に必要な報告
を行わせるとともに、子会社の重要業務の執行等について必要に応じて当社の取締役会
に報告する。

ロ 当社の内部監査担当部門は、定期的に当社子会社の業務を監査し、その結果を当社の
代表取締役に報告する。

（e）損失の危険の管理に関する規程その他の体制
イ 適切なリスク管理を行うため、リスク管理規程を策定し、当該規程によりリスク管理
に関する方針及び体制を定める。

ロ 当社は、リスク管理体制の確立を図るため、横断的組織としてリスクマネジメント委
員長を中心とした「リスクマネジメント委員会」を設置し、リスク管理体制の整備及び
リスクの予防に努めるものとする。

ハ リスクマネジメント委員会での状況のレビューや結果は、必要に応じて取締役会に報
告し決定する。また、その結果については、監査役に対して報告する。
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（f）監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関
する事項及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項

イ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合は、取締役会は監査役
と協議のうえ、必要に応じて、専任又は兼任の使用人を置くこととする。

ロ 監査役より監査業務に必要な命令を受けた使用人は、その命令に関して取締役からの
指揮命令を受けないものとする。

（g）取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制
並びに報告した者が不利な扱いを受けないことを確保するための体制

イ 当社及び当社子会社の取締役及び使用人は、監査役に対して職務の執行、当社に重大
な影響を及ぼす事項、経営の決議に関する事項については、監査役又は監査役会に対し
て、その内容を速やかに報告するものとする。

ロ 監査役は、取締役会の他重要な意思決定の過程及び業務の執行状況を把握するため、
部長会等の重要な会議に出席するとともに、業務執行に関する重要な文書を閲覧し、必
要に応じて取締役及び使用人に対して、その説明を求めることができるものとする。

ハ 内部通報制度に基づく通報又は監査役に対する報告を行ったことを理由として不利な
取扱いを行わない。

（h）その他監査役の監査が実効的に行われていることを確保するための体制
イ 監査役の監査が実効的に行われることを確保するため、当社及び当社子会社の取締役

及び使用人は、監査に対する理解を深め監査役監査の環境を整備するよう努めるものと
する。

ロ 監査役は、専門性の高い法務、会計については独立して弁護士、会計監査人と連携を
図り、取締役会、経営会議、リスクマネジメント委員会等の重要会議に出席する他、取
締役との懇談、社内各部署への聴取及び意見交換、資料閲覧、会計監査人の監査時の立
会及び監査内容についての説明を受けるとともに意見交換を行い、監査役会にて報告、
審議を行うこととする。

ハ 監査役がその職務の執行について生ずる費用の前払い又は償還等の請求をしたときは、
速やかに当該費用又は債務の処理をすることとする。

（2）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業
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務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は以下の通りであります。
(a)内部統制システム全般

当社の内部統制システム全般の整備・運用状況を当社の内部監査担当者がモニタリン
グし、改善を進めております。

(b)コンプライアンス
当社は、当社の使用人に対し、その改装に応じて必要なコンプライアンスについて、

社内研修での教育及び会議体での説明を行い、法令及び定款を遵守するための取り組み
を継続的に行っております。
また、当社は内部通報規程により相談・通報体制を設けており、コンプライアンスの

実効性向上に努めております。
(c)リスク管理体制

リスクマネジメント委員会において、各部門から報告されたリスクのレビューを実施
して全社的な情報共有に努めたほか、当該リスクの管理状況について報告致しました。

(d)内部監査
内部監査担当者が作成した内部監査計画に基づき、内部監査を実施致しました。

（3）株式会社の支配に関する基本方針
該当事項はありません。

（4）剰余金の配当などの決定に関する方針
当社は、株主に対する利益還元を重要な経営課題として認識しております。しかしなが

ら、当社は現在、成長過程にあると考えており、内部留保の充実を図り、将来の事業展開及
び経営体質の強化のための投資等に充当し、なお一層の事業拡大を目指すことが、株主に対
する最大の利益還元につながると考えております。将来的には、各期の経営成績及び財政状
態を勘案しながら株主に対して利益還元を実施していく方針ではありますが、現時点におい
て配当実施の可能性及びその実施時期等については未定であります。
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連 結 貸 借 対 照 表
2025年３月31日 現在

(単位：千円)
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
【流 動 資 産】 1,570,180 【流 動 負 債】 383,596

現 金 及 び 預 金 1,394,162 買 掛 金 63,664
売 掛 金 及 び 契 約 資 産 122,755 未 払 費 用 65,499
前 払 費 用 38,183 １年内返済予定の長期借入金 51,680
そ の 他 15,853 未 払 法 人 税 等 92,881
貸 倒 引 当 金 △775 契 約 負 債 25,962

賞 与 引 当 金 3,092
そ の 他 80,816

【固 定 負 債】 142,290

【固 定 資 産】 861,079 長 期 借 入 金 124,059
有 形 固 定 資 産 88,899 退 職 給 付 に 係 る 負 債 14,852
建 物 3,061 そ の 他 3,379
建 物 附 属 設 備 54,412 負 債 合 計 525,887
工 具、 器 具 及 び 備 品 28,675 純 資 産 の 部
リ ー ス 資 産 2,750 科 目 金 額

無 形 固 定 資 産 667,166 【株 主 資 本】 1,862,464
ソ フ ト ウ エ ア 168,469 【資 本 金】 812,355
ソ フ ト ウ エ ア 仮 勘 定 260,508 【資 本 剰 余 金】 786,655
の れ ん 238,189 【利 益 剰 余 金】 420,328

投 資 そ の 他 の 資 産 105,012 【自 己 株 式】 △156,873
繰 延 税 金 資 産 55,654 【新 株 予 約 権】 42,907
差 入 保 証 金 38,971
そ の 他 10,387 純 資 産 合 計 1,905,372
資 産 合 計 2,431,259 負 債 純 資 産 合 計 2,431,259

（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書
自
至

2024
2025

年
年

４
３

月
月

１
31

日
日

(単位：千円)
科 目 金 額

【売 上 高】 2,007,546
【売 上 原 価】 867,668
【売 上 総 利 益】 1,139,878
【販 売 費 及 び 一 般 管 理 費】 942,015
【営 業 利 益】 197,862
【営 業 外 収 益】

受 取 利 息 及 び 配 当 金 761
受 取 保 険 金 1,271
雑 収 入 1,920 3,952

【営 業 外 費 用】
支 払 利 息 1,797
雑 損 失 75 1,872

【経 常 利 益】 199,942
【特 別 利 益】

新 株 予 約 権 戻 入 益 8,368
事 業 分 離 に お け る 移 転 利 益 3,000 11,368

【税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益】 211,311
【法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税】 100,191
【法 人 税 等 調 整 額】 △14,756 85,434
【当 期 純 利 益】 125,877
【親会社株主に帰属する当期純利益】 125,877
（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書
自
至

2024
2025

年
年

４
３

月
月

１
31

日
日

(単位：千円)
株 主 資 本

新株予約権 純資産合計
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 812,355 786,655 295,433 △165,102 1,729,341 38,089 1,767,430

当 期 変 動 額
親 会 社 株 主 に
帰属する当期純利益 125,877 125,877 125,877

自 己 株 式 の 処 分 △982 8,228 7,246 7,246
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額) 4,818 4,818

当 期 変 動 額 合 計 124,895 8,228 133,123 4,818 137,941
当 期 末 残 高 812,355 786,655 420,328 △156,873 1,862,464 42,907 1,905,372
（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

― 27 ―

2025年05月23日 19時23分 $FOLDER; 27ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



連 結 注 記 表

１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記
（1）連結の範囲に関する事項

① 連結子会社の数及び主要な連結子会社の名称
連結子会社の数 ２社
連結子会社の名称 株式会社ココペリ経営サポート

キー・ポイント株式会社
② 主要な非連結子会社の名称等

該当事項はありません。

（2）持分法の適用に関する事項
該当事項はありません。

（3）連結子会社の事業年度に関する事項
連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

（4）会計方針に関する事項
① 重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ 有形固定資産
（リース資産を除く）

定率法を採用しております。ただし、2016年４月１日以降に取
得した建物附属設備については定額法を採用しております。
耐用年数は以下の通りであります。
建物附属設備 ８年〜15年
工具、器具及び備品 ２年〜15年

ロ 無形固定資産
（リース資産を除く）

自社利用ソフトウエアは、社内における利用可能期間（３年以
内）に基づく定額法を採用しております。

ハ リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間定額法を採用しております。
なお、主なリース期間は5年です。
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② 重要な引当金の基準
イ 貸倒引当金 売上債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個
別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

ロ 賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込み
額に基づき当期に見合う分を計上しております。

③ その他連結計算書類の作成のための重要な事項
イ 重要な収益及び費用の計上基準

当社グループは中小企業の成長を支援するBtoB・SaaSモデルのビジネスプラットフォ
ーム事業を展開しており、具体的には、①中小企業向け経営支援プラットフォーム「Big
Advance」、ビジネスマッチング管理「BMポータル」及び法人ポータルサイト等の提供
に加え、②その他サービスとして、補助金活用コンサルティング及びファイル送受信・
共有サービス「WebFile」等を提供しております。
これらのサービスにより発生する収益については、いずれも履行義務の内容とその充

足に応じた収益認識を行っております。各事業では、主にシステム開発等及びシステム
利用サービスの提供並びに保守運用サービスの提供を通じて収益を得ており、それぞれ
のサービスに応じた認識基準を設けております。
システム開発等については、ソフトウエア等の開発を履行義務として認識しており、

開発作業の進捗に伴って顧客に成果が移転し、一定の期間にわたり履行義務を充足する
ことから、その進捗度に応じて収益を認識しております。履行義務の充足に係る進捗度
の測定は、各報告期間の期末日までに発生した開発原価が、予想される開発原価の合計
に占める割合に基づいて行っております。また、履行義務の充足に係る進捗度を合理的
に見積もることができないが、発生する費用を回収することが見込まれる場合は、原価
回収基準で収益を認識しております。なお、契約における取引開始日から完全に履行義
務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い契約については代替的な取扱いを
適用し、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を
認識しております。
システム利用サービスについては、各種システムのサービス提供を、保守運用サービ

スについては、各種システムの運用管理、保守メンテナンスの提供を履行義務として認
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識しており、当該サービスの提供を通じて一定の期間にわたり履行義務が充足されると
判断していることから、契約期間にわたり作業の提供に応じて収益を認識しております
補助金活用コンサルティングについては、補助金に関する書類の作成のアドバイス及

びチェック等を履行義務と認識しており、その採択がされた時点で収益を認識しており
ます。
なお、収益は顧客との契約において約束された金額で測定しており、対価は履行義務

充足時点から１年以内に受領しており、重要な金利要素は含んでおりません。

ロ のれんの償却方法及び償却期間
のれんの償却については、効果を発現する期間を合理的に見積り、当該期間にわたり

均等償却しております。

ハ 退職給付に係る会計処理の方法
一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係

る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする簡便法を適用しております。

２.会計上の見積りに関する注記
会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であっ

て、翌連結会計年度に係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次の通り
であります。

のれんの評価
(1) 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

（単位：千円）
当連結会計年度

のれん 238,189

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出方法
連結子会社の株式取得により生じたのれんは、被取得企業の今後の事業展開によって期

待される将来の超過収益力として、企業結合日における当該株式の取得原価と純資産の差
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額から算出しております。また、経営環境の著しい悪化等、減損の兆候が発生した場合に
は、減損の兆候があると判断し、減損損失を計上する可能性があります。なお、当連結会
計年度においては、認識されたのれんについて、減損の兆候はないと判断しております。

② 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出に用いた主要な仮定
将来キャッシュ・フローは取締役会によって承認された予算を含む事業計画に基づいて

見積っております。事業計画においては、過年度実績や将来の成長見込等を勘案した予測
売上高が含まれております。

③ 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
当該会計上の見積りについて、市場環境の変化等により影響を受ける可能性があり、翌

連結会計年度の連結計算書類におけるのれんの評価に重要な影響を与える可能性がありま
す。

繰延税金資産の回収可能性
(1) 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

（単位：千円）
当連結会計年度

繰延税金資産 55,654

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
① 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出方法
繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針により、将来減算一時差異及び税務上の繰

越欠損金に対して、将来の収益力に基づく課税所得及びタックスプランニングに基づき、
繰延税金資産の回収可能性を判断しております。課税所得の見積りは事業計画を基礎とし
ております。

② 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額の算出に用いた主要な仮定
課税所得の見積りの基礎となる事業計画における主要な仮定は、売上の大宗を占める

Big Advance予想導入金融機関数及びBig Advance予想企業会員数であります。
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③ 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
主要な仮定であるBig Advance予想導入金融機関数及びBig Advance予想企業会員数

は見積りの不確実性があり、導入金融機関数及び企業会員数の変動に伴い、課税所得の見
積額が変動し、繰延税金資産の回収可能性の判断に重要な影響を与えるリスクがありま
す。

3. 会計方針の変更に関する注記
（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）
「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月
28日。以下「2022年改正会計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用して
おります。法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正について
は、2022年改正会計基準第20-３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会
計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2022年10月28日。以下
「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従
っております。なお、当該会計方針の変更による連結計算書類への影響はありません。
また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる
場合の連結計算書類における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適
用指針を当連結会計年度の期首から適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用
され、前連結会計年度については遡及適用後の連結計算書類となっております。なお、当
該会計方針の変更による前連結会計年度の連結計算書類への影響はありません。

４．連結貸借対照表に関する注記
資産から直接控除した減価償却累計額
固定資産
有形固定資産 96,433千円
建物 88千円
建物附属設備 23,267千円
工具、器具及び備品 72,771千円
リース資産 305千円
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５．連結株主資本等変動計算書に関する注記
（1）当該連結会計年度の末日における発行済株式の数

普通株式 7,916,230株

（2）当該連結会計年度の末日における自己株式の数
普通株式 334,828株

（3）当連結会計年度の末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していない新株予
約権を除く）の目的となる株式の種類及び数
普通株式 125,350株

６．金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組み方針
当社グループは、資金運用については安全性の高い短期的な預金等に限定しておりま

す。資金調達については、資金計画に基づき事業に必要な資金を第三者割当増資、又は銀
行借入により調達しております。
なお、デリバティブ取引は行わない方針であります。

② 金融商品の内容及びそのリスク
預金は、金融機関の信用リスクに晒されておりますが、預入先は信用度の高い銀行であ

ります。営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されておりますが、与信管理規
程に従いリスク管理を行っています。
営業債務である未払費用は１年以内に支払期日が到来するものであります。

③ 金融商品に係るリスク管理体制
イ 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は、与信管理規程に従い定期的に取引先の状況を確認し、取引先ごとに期日及び残
高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図ってお
ります。
ロ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

当社は、各部署からの報告に基づき適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、手許
流動性を一定水準維持することなどにより、流動性リスクを管理しております。
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（2）金融商品の時価等に関する事項
2025年3月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、以

下の通りであります。また、現金及び預金、売掛金及び契約資産、未払費用等については短
期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。

（単位：千円）
連結貸借対照表計上額 時価 差額

長期借入金（※１） 175,739 172,600 △3,138

リース債務（※２） 3,098 2,827 △271

負債計 178,837 175,427 △3,410
（※１）流動負債に含まれている長期借入金を含めております。
（※２）流動負債に含まれているリース債務を含めております。

（3）金融商品の時価等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以

下の３つのレベルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において
形成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した
時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプッ
ト以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイ
ンプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベル
に時価を分類しております。

①時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
該当事項はありません。
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②時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 ー 172,600 ー 172,600

リース債務 ー 2,827 ー 2,827

負債計 ー 175,427 ー 175,427

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
・長期借入金及びリース債務
これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した

利率を基に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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７．収益認識に関する注記
(１) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下の通りであります。
当連結会計年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

（単位：千円）
Big Advance その他のサービス

(注)１ 合計
一時点で移転される財又はサー
ビス (注)２ 68,683 433,823 502,507
一定期間にわたり移転される財
又はサービス 1,457,736 47,303 1,505,039

顧客との契約から生じる収益 1,526,420 481,126 2,007,546
その他の収益 − − −

外部顧客への売上高 1,526,420 481,126 2,007,546
（注）１．「その他のサービス」は、補助金活用コンサルティング及びファイル送受信・共有

サービス「WebFile」等によって構成されております。
２．収益認識に関する会計基準の適用指針第95項に定める代替的な取扱いを適用する

ことにより、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識している契約について
は、一時点で移転される財又はサービスに含めております。

(２) 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「１．連結計算書類作成
のための基本となる重要な事項に関する注記(４)会計方針に関する事項③ その他連結計算
書類の作成のための重要な事項イ重要な収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載して
いるため、注記を省略しております。
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(３) 当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報
①契約資産及び契約負債の残高等
顧客との契約から生じた債権、契約資産及び契約負債の期首及び期末残高は下記の通りで

す。
（単位：千円）

2025年３月31日
期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権 127,696 105,976

契約資産 5,843 16,778

契約負債 39,599 25,962
契約資産は、主にビジネスプラットフォーム事業における履行義務の充足に伴う収益の認

識によって増加し、顧客による検収を受けて請求を行うことにより減少致します。
契約負債は、主にビジネスプラットフォーム事業において契約に基づく役務の提供に先立

って受領した対価に関連するものであり、当社が契約に基づき履行義務を充足した時点で収
益に振り替えられます。
なお、期首における契約負債のうち、当連結会計年度において収益に認識した金額は

32,752千円であります。

②残存する履行義務に配分された取引価格
当初に予想される契約期間が1年を超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、

記載を省略しております。

８．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産 245円66銭
１株当たり当期純利益 16円62銭
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９．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

10．その他の注記
該当事項はありません。
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貸 借 対 照 表
2025年３月31日 現在

(単位：千円)
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
【流 動 資 産】 1,198,885 【流 動 負 債】 247,513

現 金 及 び 預 金 1,057,771 買 掛 金 44,412
売 掛 金 及 び 契 約 資 産 100,091 未 払 金 33,936
前 払 費 用 33,525 未 払 費 用 56,930
そ の 他 8,137 １年内返済予定の長期借入金 19,992
貸 倒 引 当 金 △639 未 払 法 人 税 等 72,765

未 払 消 費 税 等 13,855
預 り 金 5,620

【固 定 負 債】 33,360
長 期 借 入 金 33,360

【固 定 資 産】 1,128,488 負 債 合 計 280,873
有 形 固 定 資 産 70,990 純 資 産 の 部

建 物 附 属 設 備 50,922 科 目 金 額

工 具、 器 具 及 び 備 品 20,067 【株 主 資 本】 2,003,592
無 形 固 定 資 産 428,977 【資 本 金】 812,355
ソ フ ト ウ エ ア 168,469 【資 本 剰 余 金】 786,655
ソ フ ト ウ エ ア 仮 勘 定 260,508 資 本 準 備 金 786,655

投資その他の資産 628,520 【利 益 剰 余 金】 561,455
関 係 会 社 株 式 543,500 繰越利益剰余金 561,455
差 入 保 証 金 32,602 【自 己 株 式】 △156,873
繰 延 税 金 資 産 49,150 【新 株 予 約 権】 42,907
そ の 他 3,266 純 資 産 合 計 2,046,500
資 産 合 計 2,327,373 負 債 純 資 産 合 計 2,327,373

（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書
自
至

2024
2025

年
年

４
３

月
月

１
31

日
日

(単位：千円)
科 目 金 額

【売 上 高】 1,540,528
【売 上 原 価】 614,430
【売 上 総 利 益】 926,097
【販 売 費 及 び 一 般 管 理 費】 749,762
【営 業 利 益】 176,335
【営 業 外 収 益】

受 取 利 息 594
受 取 配 当 金 20,000
受 取 手 数 料 7,200
そ の 他 1,780 29,574

【営 業 外 費 用】
支 払 利 息 782
雑 損 失 75 857

【経 常 利 益】 205,052
【特 別 利 益】

新 株 予 約 権 戻 入 益 8,368
事 業 分 離 に お け る 移 転 利 益 3,000 11,368

【税 引 前 当 期 純 利 益】 216,421
【法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税】 80,141
【法 人 税 等 調 整 額】 △15,253 64,887
【当 期 純 利 益】 151,534
（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書
自
至

2024
2025

年
年

４
３

月
月

１
31

日
日

(単位：千円)
株 主 資 本

新株予約権 純資産合計
資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自 己 株 式 株主資本合計資本準備金 資本剰余金合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 812,355 786,655 786,655 410,904 410,904 △165,102 1,844,812 38,089 1,882,901

当 期 変 動 額

自己株式の処分 △982 △982 8,228 7,246 7,246

当期純利益 151,534 151,534 151,534 151,534
株主資本以外の項目の
当期変動額(純額) 4,818 4,818

当期変動額合計 150,551 150,551 8,228 158,780 4,818 163,598

当 期 末 残 高 812,355 786,655 786,655 561,455 561,455 △156,873 2,003,592 42,907 2,046,500

（注） 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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個 別 注 記 表

１．重要な会計方針
資産の評価基準及び評価方法
(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式 移動平均法による原価法
（2）固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産 定率法を採用しております。ただし、2016年４月１日以降に取
得した建物附属設備については定額法を採用しております。
耐用年数は以下の通りであります。
建物附属設備 ８年〜15年
工具、器具及び備品 ２年〜15年

② 無形固定資産 自社利用ソフトウエアは、社内における利用可能期間（５年以
内）に基づく定額法を採用しております。

（3）引当金の計上基準
貸倒引当金 売上債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については

貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に
回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

（4）収益及び費用の計上基準
当社は中小企業の成長を支援するBtoB・SaaSモデルのビジネスプラットフォーム事業を

展開しており、具体的には、①中小企業向け経営支援プラットフォーム「Big Advance」、
ビジネスマッチング管理「BMポータル」及び法人ポータルサイト等、②その他サービスと
して、ITサポートサービスの提供を行っております。
これらのサービスにより発生する収益については、いずれも履行義務の内容とその充足に

応じた収益認識を行っております。各事業では、主にシステム開発等及びシステム利用サー
ビスの提供並びに保守運用サービスの提供を通じて収益を得ており、それぞれのサービスに
応じた認識基準を設けております。
システム開発等については、ソフトウエア等の開発を履行義務として認識しており、開発

作業の進捗に伴って顧客に成果が移転し、一定の期間にわたり履行義務を充足することか
ら、その進捗度に応じて収益を認識しております。履行義務の充足に係る進捗度の測定は、
各報告期間の期末日までに発生した開発原価が、予想される開発原価の合計に占める割合に
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基づいて行っております。また、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることがで
きないが、発生する費用を回収することが見込まれる場合は、原価回収基準で収益を認識し
ております。なお、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時
点までの期間がごく短い契約については代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益
を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。
システム利用サービスについては、各種システムのサービス提供を、保守運用サービスに

ついては、各種システムの運用管理、保守メンテナンスの提供を履行義務として認識してお
り、当該サービスの提供を通じて一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断している
ことから、契約期間にわたり作業の提供に応じて収益を認識しております。
なお、収益は顧客との契約において約束された金額で測定しており、対価は履行義務充足

時点から１年以内に受領しており、重要な金利要素は含んでおりません。
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２．重要な会計上の見積り
会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業

年度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次の通りであります。

関係会社株式の評価
(1) 当事業年度の計算書類に計上した金額

（単位：千円）
当事業年度

関係会社株式 543,500

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
① 当事業年度の計算書類に計上した金額の算出方法

市場価格のない関係会社株式は、取得原価をもって帳簿価額としておりますが、当
該株式の実質価額が著しく低下したときには、回復可能性が十分な証拠によって裏付
けられる場合を除き、評価損を計上しております。当該関係会社株式の実質価額は、
将来の事業計画に基づいた超過収益力を反映した金額を基礎として算定しております。
当該関係会社株式の帳簿価額と実質価額を比較した結果、実質価額が帳簿価額を著し
く下回っていないため、評価損を認識しておりません。

② 当事業年度の計算書類に計上した金額の算出方法に用いた主要な仮定
会計上の見積りに用いた主要な仮定は、「連結注記表 ２.会計上の見積りに関する

注記」の内容と同一であります。

③ 翌事業年度の計算書類に与える影響
当該会計上の見積りについて、市場環境の変化等により影響を受ける可能性があり、

翌事業年度の計算書類における関係会社株式の評価に重要な影響を与える可能性があ
ります。
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繰延税金資産の回収可能性
(1) 当事業年度の計算書類に計上した金額

（単位：千円）
当事業年度

繰延税金資産 49,150

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
「連結注記表 ２.会計上の見積りに関する注記 繰延税金資産の回収可能性 (2)」の内容
と同一であります。

3. 会計方針の変更に関する注記
（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）
「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月
28日。以下「2022年改正会計基準」という。）等を当会計年度の期首から適用しており
ます。法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、
2022年改正会計基準第20-３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に
係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2022年10月28日。以下
「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従
っております。なお、当該会計方針の変更による計算書類への影響はありません。

― 45 ―

2025年05月23日 19時23分 $FOLDER; 45ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



４．貸借対照表に関する注記
資産から直接控除した減価償却累計額
固定資産
有形固定資産 67,949千円
建物附属設備 22,829千円
工具、器具及び備品 45,119千円

関係会社に対する金銭債権又は金銭債務
未収入金 660千円
前払金 99千円
買掛金 283千円
未払金 58千円

５．損益計算書に関する注記
関係会社との営業取引及び営業取引以外の取引の取引高の総額
売上原価 258千円
販売費及び一般管理費 1,708千円
営業取引以外の取引（収入分） 27,200千円

６．株主資本等変動計算書に関する注記
当該事業年度の末日における自己株式の数

普通株式 334,828株
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７．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
未払事業税 4,999千円
貸倒引当金 195 〃
減価償却超過額 20,225 〃
資産除去債務 7,881 〃
株式報酬費用 15,566 〃
その他 282 〃

繰延税金資産合計 49,150千円

８．収益認識関係
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「１．重要な会計方針
(4)収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

９．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産 264円28銭
１株当たり当期純利益 20円01銭
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告
独立監査人の監査報告書

2025年５月22日

株式会社ココペリ
取締役会 御中

爽 監査法人
東京都千代田区
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 遠 山 景 一
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 池 田 博 行

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社ココペリの2024年４月１日から2025年

３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本
等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠して、株式会社ココペリ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益
の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監
査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、
監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切
な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し

開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運
用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人

はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、そ

の他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか
検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注
意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その

事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企
業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する

ことにある。
連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重

要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書
類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又
は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があ
ると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し
た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監
査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性
が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報
告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類
の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連
結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な
監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。
監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し

た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項に
ついて報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守

したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するため
の対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用してい
る場合はその内容について報告を行う。
利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利

害関係はない。
以 上
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計算書類に係る会計監査人の監査報告
独立監査人の監査報告書

2025年５月22日

株式会社ココペリ
取締役会 御中

爽 監査法人
東京都千代田区
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 遠 山 景 一
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 池 田 博 行

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ココペリの2024年４月１日から

2025年３月31日までの第18期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動
計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査
法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのそ
の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手
したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し

開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運
用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人は

その他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その

他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討
すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を
払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その

事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する

ことにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要

な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し
た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が
認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告
書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記
事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人
の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継
続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書
類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し

た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項に
ついて報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守

したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するため
の対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用してい
る場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告

監 査 報 告 書
当監査役会は2024年４月１日から2025年３月31日までの第18期事業年度の取締役の職務の執行に関し

て、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の一致した意見として本監査報告書
を作成し、以下のとおり報告いたします。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、当期の監査方針、監査計画及び各監査役の職務の分担等を定め、各監査役から監査の実

施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況につい
て報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、当期の監査方針、監査計画等に従い、電
話回線又はインターネット等を経由した手段も活用しながら、取締役、内部監査部門その他の使用人
等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施
しました。

① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を
受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしま
した。また、子会社については、常勤監査役が子会社の監査役を兼務しており、子会社に赴き又は
ウェブ会議システムを利用して取締役会に出席するほか、必要に応じて子会社の取締役及び部門長
等から事業の報告を受け、業務及び財産の調査をいたしました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体
制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとし
て会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び
当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からそ
の構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたし
ました。

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するととも
に、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。ま
た、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第
131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」等に従って整備している旨の通知を受
け、必要に応じて説明を求めました。
なお、監査上の主要な検討事項（ＫＡＭ）については、会計監査人と協議を行うとともに、その監
査の実施状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対
照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認め
ます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められま
せん。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シス
テムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められ
ません。

④ 事業報告の記載されている会社の事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針につい
ては、指摘すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人爽監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人爽監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2025年５月22日

株式会社ココペリ 監査役会

常勤監査役（社外監査役） 曽 根 正 昭 ㊞
社外監査役 廣 瀬 文 慎 ㊞
社外監査役 波田野 馨 子 ㊞

以 上
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株主総会会場ご案内図
東京都千代田区麹町６丁目６番地

東京消防庁スクワール麹町 ３階 会議室
電話 03-3234-8739

交通：ＪＲ中央線四ツ谷駅 麹町口より 徒歩約30秒
東京メトロ丸ノ内線四ツ谷駅 １番口より 徒歩約３分
東京メトロ南北線四ツ谷駅 ３番口より 徒歩約１分

〇駐車場のご用意はしておりませんのでご了承くださいますよう
お願い申し上げます。

2025年05月23日 19時23分 $FOLDER; 54ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）


